
こ
の
先ふ悼み
に
ぷは
キ品
lパ
を
メ
リ
カへ
の
大股
亡
命は
、
キュ
ー

必
れた。
新
年
早
々
から
ハ
lパ
l
パ
の
「
晴雄
民
潮」
と
し
て
、
が
命
キ

ド
ル〈かいジ胃ン－K・71γパン・一1ドハのイPIジぞ悩コ付た宅
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も
か
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M

れ
た
「
ケ
ン
ブ
リwdリン
中
凶
史
馳班

長は
キュ
ーパ

社
会
主
義
の米
米倣

市」
娩
術品刊
セミ
ナ
ー

に
出
席

ずゐ
を
熱っ
ぽく
語り
、
ソ
巡と
の
紫醐町

凶
前の
知附
け

で
あっ
た
が
、
牧山町

な関係
そ公
然と
削
え
て
い
る
だ
け

は
メ
キ
シコ・
シティ
ー

から
キュ
に
、
ア
メ
リ
カ
の
巧立
（
いら
だ
）

l
パ
航
空
の
ソ

量
T
U

＆
で、

ち
は

さ
い。
た
し
か
に
ア
メ
リ
カ

山路は
ハ
パ
ナ
から
フロ
リタ
半ぬ
双
ト．

から
わ
ずか
円
四
ト冗
J
、
治

の
マ
イγ
ミへ
μ
伐
中
に
品川ぷ
『AM

行仰
山
にし
て
たっ
た一一一
十
分
の
と

法的
融抽出」
刷の
米フ
ロ
リダ
航包
と
ろ
に
「
ソ
巡の
手
先」
キュ
ーバ

チ
ャ
ー
ター
働で
と
い
う
ル
I
ト

に
が
め
る
の
だ
から
、
メ
キ
シコ
両
や

よっ
て
、
熊
飛
な
見聞
を
積
む
こ
と
カ
リ
ブ
泌を
円
分の
両
と
抑
え
て
き

可－
が
で
き
た。

た
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
は、
い
ま
い

悌一
キ
ュ
ー
バ

簡
の
般会
は、
巾
国

側一
政
的
や中ソ
裂
を
研
兜
し
て
い
お

湘一
新と
して、
社
会
主
義閣の
出
般rJ

第一
棋
の
た
め
に
もω
が
た
いも
の
で
あ

一
っ
た
が
、
私
円
身
、
かつ
て
あ
のキ

一
ュ

1パ・
ミ
サ
イル
泊
織は
も
と
よ

一
り
、
キュ
ーバ

指
命や
「
七
月二
十

一
六
U
巡
動」
に
関心
を
寄
せ
た
行
と

一
し
て
、
以前
から
の
酪誕

で
も
あっ

一
た。苛立ち大きい米国

そ
れ
に
し
て
も
、
今
日
の
「
新
υ

い
冷
械」
的
な
同
際
環
腐
の
な
か

守
、
外
部世
界
とく
に
西

側初凶
に

お
け
る
キュ
ーバ

の
イメ
ー
ジは
、

決
し
て
良
い
も
の
では
な
い
。
ソ
辿

）－
の
川
越
略
に
呼応
した
かた
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刊
五
γ
ン
ぜ
て
エ
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オ
ピ
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な
ど
γ

グ一
フリ
カ
菌へ
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妻
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カ
ラ
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グ
ア
テ
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一一
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ス
リ
ナ
ム
な
ど
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の
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［ 堕仰訪 � 
て
、
そ
れは
私
が
短
時
日の
滞任
な

出世ず
る
、
と
いっ
た
社
会主
縄問
た
。

「
トロ
ピ
カ
1
ナ」
の
シU
！

の
糊

がら
、
た
と
えば
ソ
禁
容
をハ
特
口
の
葬
そ
も刊
し
て
い
る。
弘

乙
れ
に
反
し
て
、
カ
ス
トn
整

語
、
マ
ン
ボ
やチャ
チャ
チ
ふ

パナ
でほ吋人
らに
な柄引
た主一
円山ヘ
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mじたハパ
川出、

伺ん討はつ
なが主
強烈なリ
去ととも
にき
E

U
H
六
U丸山MMっ

γパ九、
iu
f

凶一川約何十
円
のV
リエ
ル
脳で
う

押川町内同月どの
砧凶

品古川閉カ
山川
団附で
おっ
た。

く
ソ
巡の
影
軒下
に
ある
モ
ン
ロ
ル
出
会っ
たζ
と
だ
が
、
ど
と
かに
必
し
て
い
る
と
の
と
と
で
あ
る。
域的

だが一一一
つ
には
、
平ユ
1パは
、

入
品
川内和
凶

では
、
ウラ
ンパ
1
ト

ず通報特が
い
て
股
似の
脳が
厳
し

術専
行の
尚
品障が
町
中
広
忠っ
た
く
明ら
かに
「
雨」
の
途
上
岡

で
あ

ル
で
も
ゴ
ピ

の砂地の
小駅に
も
ソ

い「
オ
l
ウェ
ル
の
川
蝉」
の
よ
う
弘ら
れ
な
い
社
会
トE
浅川は
、
キュ
り
、
今
日で
も
もっ
ぱら
砂帆聞
に依

巡矢
の
獲が
あっ
た）

3
だ
が
、
レ．
な
状
視も
、
社
会
主
幾
何
と
し
て持
lパ
の
み

では
な
か
ろ
うか
。

存
し
て
い
る

場南で
あっ
て
、続

l
ガ
ン
大
統
領は
、
『
リー
ダ
ー
ズ
通し
て
い
る
。

二
つ
には
、
キュ
ー
バは
やは
り
済的
には
、
ま
だま
だ
き
わめ
て
厳

・
ダ
イジェ
ス
ト』

の
楠
心
な
放制

だ
が一
万
、
キュ
ーバは

、
いま
キュ
ー
バ
だ
と
の
強
い
印
＆

で
あ
しい
状
態
に
ある
。ζ
の
点

では
、

何だ
と
い
わ
れ
る
だ
けに
、ζ
の
よ
だ
れ
々
し
い
前
命
山
吹
な
の
で
あ
る
。
い
かに
キ品
1パ

が社会沢
時
かつ
て
カ
ン
ボ
ツγ
やベ
ト
ナム

で

う

な必主
語
で
き
な
い
。

る。
私
選っ
た
ト
ラ
ス

外務次代

得

議佼
の
よ
う
な
同
室
し
て

援

護と
ニ
渡
し
の
器
主

明
る
い
民
衆
の
表
情

ら
の
キュ
ーバ

製
人
と
の

H民間
も
、
そ
れは
い
わば
にH
ピ
力
ル
かっ
た
。

の
AA
は
を
巡
じ
て
も
、
キュ
ー
バ
・
ソ
シア
リ
ズ
ム
（
鵬
仰
社
お
わい

そ
こ

ま
は、
と
の
回
で
弘

幸

は、
一
時
期

包
囲
の
よ
う
に、
ま

号。
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あ
る
ば
か
り
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本
へ
強
い
親
近
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で
あ
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と
それを

唯

仏
VWV
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な
かい
峯・
み
ね
お
一
九
烈』

（
筑
陣門
野〉
をは
じ

立
は
版
印抗日rMU

刻
、調
鯛
議
臨F
日ハ

伴、
松
本ぃ
広ま
れ。一
め
、

現代
出
建

築
川

済した
い
ょう

で
あっ
た
。

告
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霊園
氾ハ
五
年、
取
奈
良（
凶
杓
凶
）
、
『
中
ソ
を
と
平”

一

別
吋胡
姐
簡
係論）
修
了。社
会
学
惚
代』
（
民公
君）
な
ど
が

川
キ
ユl
パは
社
会
主
犠凶
と
し

嶋巾

A姐
ふ川一祈
慰一 、

学
W攻
。
誌
には
サ
ント
リ

の
襲』
（光

文
社）
が
め

山
人の
問、
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ぶ
し
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お
り、ζ
のい山

17g，T
九》hbwh一転、

l
学
芸
貨
を
受
けた
『兆京
烈
KM
。
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で
の
私
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い
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た
が、
そ
れ

以上
に
目
蕊
に
た
い
し

ュ
lパ

の印
象を
州市叫
に
掛っ
て
み
だ
世
間
ず
れ
して
い
な
い
が
ゆ
え
守
明
けっ
ぴ
ろ
げ
な
ラテ
ン・
γ
メ
ては
き
わ
め
て
ぷ
好
的
な
同
判」
あ

ょ
う
。
私は
、
キュ
ーバ

には一一一
つ
に
、
社
会
中山

崎的述借
や
凶際
主
犠
リ
カ
民
銀で
あると
と
に
は変
わり
る。
聞
げ
ば
カ
ス
トロ
議
以の
貯川

の
鎖が
あ
る
と
閉山
う
。

に
市川
市ーで
あ
ろ
う
と
す
るあ
ま
り
、
が
な
い
。
そ
の点
では
ふ
が
と
れ
ま
は
セ
イつ
l、
テ
レ
ビは
ソニ
ー

と

そ
の一
つは
、
い
う
ま

で
も
な
γ
フ
リ
カ
な
どへ
も
眠
民
し
て
い
る
で
に
訪
れた
十指
に
及ぶ
MM会
主
慌
の
こ
と
で
あっ
たじ
そ
れ
だ
け
に
、

く
、
カ
ス
ト日
指導
ドの
市命
川悼
と
の
印
象を
ぬ
ぐ
え
な
かっ
た
。ζ
山
の
な
かで
、
キュ
ーバ

の
い凶
波の
わ
が
凶
と
し
ては
、
そ
れζ
そ
川限

と
し
て
の
顕

で
あ
る。ζ
の
点で
キ
の
点

では
、一
九
六七
年
、
ボ
リ
ピ
民
怖が
も
っ
とも
明
る
かっ
た
。
少
際
援の
緩狗
の
た
め
に
も
、
カ
ス
ト

品
1
パは
、
ま
ぎ
れも
な
い
社
会主
γ

で
俄
死
し
た
チェ・
ゲ
パ
ラ
の
女
た
ち
唱同
付
ら
れ
た
力
メう
には
け
臨
祉
の初
日命
閉
そmz
H人
れ、

議凶で
あり
、
数
奇
や
衛生
に
ト〈い

前命
制神
が
昨年
の
ゲパ
ラ
没
後十
しゃ
い
で
ポ
ー
ズ
をつ
く
り
、
少年
円
取
そ通
じ
て川
川押
をけ川山
す
働会

に
カ
が
注が
れて
い
る
半
面
、一
般
五
周
年
を
回
念し
て

罪想。
れて
た
ちは
どζ
の
街
角

で
も
野球
に
興
を
是
非
提供
ずべ
き

では
な
い
かと

の
キュ
ーバ
入
社
会
とは
かけ
限れ
い
る
と
と
も
術
備
すペ
さ

で
あ
ろ
U
て
い
る
。
そ
し
て
、
m
空
の
下
、
弘

は柿感
し
た
の
で
あ
る
。

た
ドル・
シ日
ツ
ブ
が
あ
り
、
ホ
テ
う e
ハ
パ
ナ
の

器広警は
ゲパ

誌
な
符
五
十
シ

の官設
をパ
ッ
ク

露骨雰襲
撃・

同簡保

ル
の
川辺
には
十
ミ・
ドル
到
いが
う
の
日
大
な
m泌

が鋤げ
られ
て
い
に
椀
ぜら
れ
る
大野
外
キャ
バ
レ
ー
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